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論文内容要旨

 近年日本を始めとする先進国では平均寿命の延長が著しく,社会構成人口の高齢化が進行して

 大きな社会問題となっている。特に脳の老化とそれに伴う諸種の病態,たとえば老人の痴呆の問

 題はますます社会的に重要さを加えつつある。したがって脳の老化に寄与する諸因子についての

 研究は脳の老化の促進を予防するために必須の研究である。本研究ではX線CTスキャンを用い

 て脳の充実度の測定を行ない,加齢に伴う脳萎縮に寄与する諸因子についての研究の成果を述べ

 る。

 対象は宮城県北部大崎地区の中心古川市にある誠仁会佐々木病院,南町クリニックにおいて頭

 部X線CT検査とXe-133吸入法による局所脳血流測定検査を受けた症例のうち,明らかな器

 質的脳疾患を認めず,かつ明らかな神経学的異常,精神異常,痴呆,重大な心肺機能障害を認め

 ない60才以上の91名(男33名,女58名)を選び計測に供した。また対象には上記検査の他胸部X

 線検査,血圧測定,血液生化学検査,既往歴・飲酒喫煙歴の聴取も行なった。

 脳の萎縮の指標となる脳の充実度の測定はX線CTスキャンを使用して伊藤らの方法により求

 めた。CTのブラウン管上でコンピューター付属のプログラムを用いて頭蓋骨に沿って骨の上に

 関心領域を設定し,頭蓋内のすべての画像をそのCT値により脳脊髄液,脳実質,頭蓋骨に分け,

 各々の体積を計算し,頭蓋腔容積に対する脳実質の体積の割合,すなわち脳の充実度を求めた。

 脳血流量はオブリストらの方法に従い,Xe-133吸入法により測定された。脳血流量の指標

 としてイニシャルスロープインデックス(ISI)を用い,左右7対計14個の検出器の検査値平

 均を平均脳血流量として使用した。

 胸部X線検査にて心拡大(心胸郭比50彩以上)の有無や,重大な呼吸器病変の有無が調べられ

 た。血圧は脳血流検査直前に非観血的方法で水銀血圧計を用い肘動脈血圧を測定した。また血液

 生化学検査は脳血流測定直後に採血し,ヘマトクリット,血清総コレステロール,中性脂肪,

 HDLコレステロールを調べた。これらの検査は被検者を検査前夜より絶食にさせ午前中に行な

 われた。すべての検査終了30分後に詳細な現病歴,既往歴,飲酒喫煙歴の聴取を行なった。'

 喫煙の指標についてはBrinkmanらが最初に用いた指数(一日に吸う紙巻タバコの本数)x(喫

 煙年数)すなわちスモーキングインデックスを用い,これが201以上を喫煙者とした。飲酒につ

 いては(毎日飲む日本酒の量(合))×(飲酒年数)を酒指数と定義し,これが30以上のものを

 長期飲酒者とした。なおウイスキー1合は日本酒3合に換算した。

 結果については以下のことが明らかとなった。脳血流量と脳の充実度は有意の正の相関関係に

 あり,脳血流量の低い群では対照と比較し有意に脳の萎縮が認められた。血清総コレステロール
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 値と脳血流量,脳の充実度はそれぞれ有意の正の相関関係にあり,血清総コレステロール値の低

 い群では対照と比較し有意の脳血流の低下と脳の萎縮が認められた。本研究における基準により

 定義した飲酒者,喫煙者もそれぞれ対照群と比較し有意の脳血流の低下と脳の萎縮が認められた。

 しかし血清中性脂肪,HDLコレステロール値と脳血流量,脳の充実度それぞれの間に有意の相

 関関係は認められず,また検査時に高血圧のあった群,心拡大のあった群,狭心症の既往があっ

 た群もそれぞれ対照群と比較して有意の脳血流の低下,脳の萎縮は認められなかった。

 飲酒,喫煙,血清コレステロール値は互いに関連するものであるが本研究ではそれぞれ独立の

 因子と仮定し,それぞれの慢性効果の結果として脳血流の低下,脳の萎縮が起きたと考えられた。

 血清総コレステロール値はその値に多少の変動があるが,食生活に大きな変化がない限り長期的

 には大きな変動はないと考えられ,血清総コレステロール値は恒常的なものとした。

 以上,脳血流量の少ない人は脳が萎縮しており,血清総コレステロール値の低い人,喫煙者,

 長期的飲酒者では脳血流量が少なく,脳も萎縮しているという結果は,一つには低い血清コレス

 テロール値,喫煙,長期的飲酒等により脳血流が低下しその結果脳が萎縮するという仮説が得ら

 れ,一方,諸因子により脳が萎縮しその結果脳血流が低下するという仮説も得られる。しかし,

 いずれにせよ低い血清総コレステロール値,喫煙,長期的飲酒は加齢に伴う脳萎縮を促進する因

 子の一つとして考えられ,これらを改善することにより加齢に伴う脳萎縮の促進は予防される可

 能性があることが期待される。
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 審査結果の要旨

 近年,日本をはじめとする先進諸国に於ては社会を構成する人口の高齢化が急速に進行し,脳

 の老化(形態的萎縮と知能低下)とそれに伴なう痴呆老人の増加は益々社会的に重要さを加えつ

 つある。X線CTを用いて成人後一生変わることのない頭蓋腔に対する脳の充実度を定量的指標

 として,脳の老化を促進する諸因子を抽出したこの研究は,脳の老化の予防を推進する上で,誠

 に重要な意義を持つものである。

 研究結果は,Xe-133吸入法による脳血流量と脳の充実度は有意の正の相関があり,脳血流

 量の低い人々では対照群と比べ脳の萎縮が進行している事を認めている。又,血清総コレステロー

 ルと脳血流量,脳の充実度はそれぞれ有意の正の相関関係があることを明らかにし,血清総コレ

 ステロール値の低い人々では,対照群と比較して,有意の脳血流の低下と脳の萎縮を認めている。

 更に,本研究における基準により定義した飲酒者,喫煙者もそれぞれ対照群と比べ明かにし,有

 意の脳の血流量の低下と脳の萎縮の促進を認めている。しかし,血清の中性脂肪,HDLコレス

 テロール値と脳血流量,脳の充実度とは有意の相関を認めていない。この問題に関しては更に対

 象人口を増加して,再検討を必要とすると考えられる。

 以上述べて来たよう・にこの研究は,脳の萎縮を促進する基本的因子として脳の血流量の低下が

 あることを明かにしている。更に血清総コレステロール値の低い人,ヘビースモーカー,長期的

 飲酒者では脳血流量の低下に伴なう脳萎縮の存在を証明している。以上の研究成果は脳の老化の

 予防に極めて具体的方策を与えるものであり,学位を授与するに足る内容である。
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